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　　　　The　Magic　of　Rotary
　　　　　ロータリーのマジック

 2024年１０月２２日(火)
　　2024-2025年度　第５０年度　第１５回　通算第2346回例会

　★例会前に【会長・幹事会】を行いました

　【会長報告】  

◆ ガバナー事務所より「2026-2027年度ガバナー候補者
推薦依頼について」の文書が届いております。

◆ 2024-26RI理事より「日経広告掲載事業・協賛のお礼」
文書が届いております。

◆ 本日、16:30～マルタスで開催される【テーマ；まぜこぜ
の社会をめざして】の交流会に塩田幹事と一緒に参加します。

◆ 11月3日～6日(3泊4日)日程で、台北東南ロータリークラブに当クラブの創立50周年
記念式典のＰＲに私と塩田幹事と山下さんと劉さんの４名で行ってまいります。

　【幹事報告】
◆ 2023-2024年度「地区概況」を配布しております。
◆ 来週(10/29)の例会は「創立50周年記念夜間例会」に例会変更しております。

参加される方は午後7時開会ですので、時間厳守で【ステーキハウス千萬】にお集ま
りください。　受付にて会費7,000円を集金させていただきます。

◆ 再来週(11/5)の例会は11月9日(土)午後1時～「防災ポスター表彰式；猪熊弦一郎
美術館ミュージアムホール」に例会変更しております。

　【プログラム】客 話 〔夏見良宏ガバナー〕
　　　 夏見ガバナーからは、日本や四国における人口減少の現状、

今後の産業の発展とその社会への影響、そして世界と日本
の幸福度を踏まえ「今、私たちが何をすべきか」について
ご自身のお考えをお話いただきました。

＜第５０年度＞ WEEKLY　REPORT

丸亀東ロータリークラブ
会長　前山　佳裕　　幹事　塩田　寿

国際ロータリー第2670地区
ガバナー　 夏見 良宏 （丸亀RC）

「インパクトをもたらそう 青少年に夢を」

≪バナー交換≫



１．平和構築と紛争予防
２．疾病予防と治療
３．水と衛生
４．母子の健康
５．基本的教育と識字率の向上
６．地域社会の経済発展
７．環境の保全

● 国際ロータリー2024-25年度 行動計画の共同目標「４つの優先事項」
優先事項１ 「より大きなインパクトをもらたす」の目標

１．ポリオを根絶し、ロータリーの役割を強調し、ポリオのない世界のための計画を立てる
２．ロータリー財団への寄付全般を増やし、2025年までに2億2,500万米ドルの恒久基金を
　　築く
３．クラブ、地区、国際レベルで、地域社会の調査およびプロジェクトとプログラムの測定
　　を奨励する
優先事項２ 「参加者の基盤を広げる」の目標

１．クラブとロータリーファミリーの多様性、公平さ、インクルージョンを育むための活動
　　を推進する
２．既存の関係を強化し、ロータリーの行動計画に沿った新たなパートナーシップを築く
３．革新的なクラブと新しい参加経路を確立し、発展させる
４．地元と海外の地域社会におけるロータリーと会員のインパクトに対する認識と理解を高
　　める
優先事項３ 「参加者の積極的なかかわりを促す」の目標

１．会員のニーズに応え、会員維持率を高めるためにクラブを支える会員参加のためのツー
　　ルを充実させる
２．参加者、特にロータリークラブとローターアクトクラブ間の協力とつながりを強化する
３．職業上のつながりを育み、リーダーシップスキルを養うためにロータリーを通じて提供
　　される機会を紹介する

優先事項4 「適応力を高める」の目標
１．より大きな協力と運営効率を促進するための革新的なアプローチを試行することにより
　　地域の適応力を支える
２．ロータリーのリーダーシップとガバナンスにおいて、多様性、公平さ、インクルージョ
　　ンを支援する

● ポリオ根絶
世界ポリオ撲滅推進活動(GPEI)は世界保健機関
(WHO)、国際ロータリー、米国疾病対策センタ
ー(CDC)、国連児童基金(UNICEF)、ゲイツ
財団、ワクチン連盟のGAVIの6つのパートナ
ーとともに、各国政府が主導する官民パート
ナーシップです。その目標は世界中のポリオ
を撲滅することです。

10月24日世界ポリオデー



● 2670地区会員数の推移
2019年7月1日から2024年7月1日までの6年間に279人会員減少
＊6年間の減少率は9.1％

● 日本のロータリー会員数の推移 ＜1996年＞ ＜2023年＞
クラブの小集団化（平均37.4名) 会員数 129,909 82,097
・時代に適応した新しいクラブの増加 クラブ数 2,214 2,215
・既存の会員が変化に順応できていない可能性

● 寛容の心
「友情はロータリーを築く岩のように堅固な土台であり
　寛容の精神(心)はロータリーを結びつけるものです」
＊「ロータリーは友情という礎石の上に建てれらており”寛容の
　精神”で団結している。 従って、もし”寛容の精神”を失えば
　各クラブが持っている原子エネルギーの働きによってクラブ
　は木っ端みじんに吹っ飛ぶであろう。この”寛容の精神”は祖父
　の一生を支えた魂であり、私の信念もそこに根ざしている」（ポール・P・ハリス）

● 人類共存という理念は
・自分の国だけが平和でいいのだろうか？
・自分の国だけが豊かでいいのだろうか？
・自分だけが幸せでいいのだろうか？
　＊今や地域規模の気候変動や環境破壊、国際的な資源・エネルギー問題、戦争、
　　富の偏在化、社会の高齢化に伴う労働問題や社会保障など、解決すべき諸問題
　　と直面しています。

私は、
日本は19世紀のオランダ、スペイン、ポルトガル等の国々の20世紀版と考えます。
最早、世界をリードすることはないでしょう。GDPも5位まで後退すると思います。
しかし、先進国と言われるアメリカ、ロシア、中国とも進歩しているというより先祖返り
しているように思えます。　食うか食われるかの時代に逆戻りです。

そんな時代において我が国は彼らと対等に競うのではなく、清貧な国、幸福な国を目指す
時ではないでしょうか。

これは日本の敗北を認めるということではなく、新しいバランスの中で生きていく国とも
いえます。

過度の自然破壊、競争の上に立つ国ではなく、協調型の国作りをする時だと思います。

人類は発展しすぎました。
20世紀に発達し遅れたオランダ、スペイン、ポルトガルは日本ほど発展はしていませんが
決して不幸に向かっているわけではないと思います。

新しい道を探す時ではないでしょうか。

ロータリー精神を大切に。
（お互いの思いやりの心をもって助け合うこと）

寛容の心、日本人の心を大切に。



未来には、希望もあるが絶望もある。

どのようなバランスで未来のシナリオがブレンドされるかはわからない。

未来は誰にもわからないカオスの中にある。

多くの場合カオスには何らかの秩序があるが、ほんのわずかな変化によって結果が劇的に
変わる初期値敏感性があり、インプットとアウトプットの関係が予測できないのである。

気象学者のエドワード・ローレンツはこの初期値敏感性によって、蝶が羽ばたくほどの小
さな攪乱でも、遠くの大きな気候の変化に影響を与えてしまう可能性があることを指して
バタフライエフェクトと呼んだ。

さまざまな分野での未来予測はまさにカオスであり、一見変わらないシステムに見えても
わずかなインプットが結果の大差を生み出すかもしれない。

これはどんなに苦しい未来が一見目の前に広がっていようと、わずかな行動が未来を劇的
に変える可能性があることを示す意味で一つの希望だ。

変化を生み出すレバレッジある一点を発見するのは困難かもしれない。　しかし、レバレ
ッジポイントに変異の試行回数を重ねると、未来は少しずつ揺さぶられるはずだ。

私たちは未来や社会を変えるには無力かもしれないが、目の前を変える力はロータリアン
にはある。

どのディテールが変われば、連鎖反応が関係性をを揺るがし、変化が波及するのか。
独りでは難しくても、その波及を願う人たちが繋がれば、わずかな攪乱から新たな潮流を
生み出せる力がロータリーにはある。

＊ 成功という理想はそろそろ奉仕という理想に取って替わられて
しかるべき時だ
　自分たちの将来を次の人に任せるのではなく、
　　　　　　　　今の自分たちがまず動き出そう！

Ｓmall 小さなクラブでも
Ｌocal 地域に根差し
Ｏpen 開かれた（DEI）
Ｃonnected 連携と協働のロータリー活動
　 Innovation　＆　creation
①プロダクト・イノベーション（新しい生産物の創出）
②プロセス・イノベーション（新しい生産方法の導入）
③マーケット・イノベーション（新しい市場の開拓）
④サプライチェーン・イノベーション（新しい資源の獲得）
⑤オルガニゼーション・イノベーション（新しい組織の実現）
　 「幸福」

＊ノーベル物理学賞にAIの中核「機械学習」の基礎に関わった2人
　ジョン・ホップフィールド教授（米 プリンストン大学）
　ジェフリー・ヒントン教授（カナダ トロント大学）

〔アルバード・アインシュタイン〕



● 「ビジョン宣言」～日本のロータリークラブの理想の将来像～ 　
　私たちはロータリーの「奉仕の理念」に基づき、世界的ネットワークである国際ロータ
　リーの活動を促進し世界平和の実現を目指すとともに、ロータリアンとしての学習と研
　鑽を積み、職業人・リーダーとしての成長を図りながら、地域社会になくてはならない
　豊かで健全な地域づくりに貢献できる活力あふれるクラブを築いてゆく。

● ロータリーの中核的価値観 親 睦
今日の世界は1905年の世界と同じではありません。 高潔性
人口動態が変わり、変化のスピードが加速しテクノロジーによって 多様性
つながりや奉仕の新たな機会が生み出されています。不変なのは、 奉 仕
ロータリーを定義づける下記の価値観に対するニーズです。 リーダーシップ
　
過去を敬い、未来を見据えながら、私たちは進化を遂げ、ロータリーを時代に即した
組織とするだけでなく、繁栄させることができます。

　【本日のニコニコ】
・ 丸亀東ロータリークラブに公式訪問させていただいて 　
　 　　　　よろしくお願いいたします。：夏見 良宏 ガバナー＜Big＞
・ 夏見良宏ガバナー、藤井様、吉田様をお迎えして
 　　　　本日はお忙しい所、ありがとうございました。 ：前山 佳裕  会長

・ 〃 ：塩田　寿   幹事
・ 〃 ：塩野 拓二  副会長
・ 〃 ：黒木 五朗  副幹事
・ 〃 ：納田美由紀 SAA
・ 〃 ： 原　将嘉　様
・ 〃 ： 岡　千枝　様
・ 株式会社 中工業 創業５０周年を迎えました ： 中　哲生　様＜Big＞

記念集合写真



　【来訪ロータリアン】（３名）
✇   夏見 良宏 氏　（ 丸亀 ＲＣ） ＊ガバナー
✇   藤井 紀子 氏　（ 丸亀 ＲＣ） 
✇   吉田 正人 氏　（ 丸亀 ＲＣ） 

　【メークアップ】（なし）

　【出席報告】 第２３４６回例会 　

会員総数 出席免除会員数 出席計算会員数 出席会員数 欠席会員数 出 席 率

４３名 １名 ４２名 １９名 ２３名 45.24%

　 第２３４４回例会 　

会員総数 出席免除会員数 出席計算会員数 出席会員数 欠席会員数 出 席 率

４３名 １名 ４２名 ２３名 １９名 54.76%

   【１０月２９日(火)例会】 創立50周年記念夜間例会

　◎11月5日(火)例会変更 ⇒ １１月９日(土)午後１時～
　防災ポスター表彰式【猪熊美術館･ミュージアムホール】

   【１１月１２日(火)例会】 客　話（ロータリー財団委員会）
 　四つのテスト　 ～言行はこれに照らしてから～

　　１．真実かどうか ３．好意と友情を深めるか
　　２．みんなに公平か ４．みんなのためになるかどうか
 　ロータリーの目的
　　ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、これを育むことにある。

　　具体的には、次の各項を奨励することにある。

　　　第１．知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること。
　　　第２．職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、社会に
　　　　　　奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を高潔なものにすること。
　　　第３．ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会生活において、日々、
　　　　　　奉仕の理念を実践すること。
　　　第４．奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際理解、親善、
　　　　　　平和を推進すること。

 E-mail；merc@soleil.ocn.ne.jp

 　例会日　 毎週火曜日　PM12:30～PM1:30　   http://www.marugame-east-rc.com

MARUGAME EAST ROTARY CLUB
 例会場 オークラホテル丸亀 ☎(0877)23-2222

 〒763-0011 丸亀市富士見町3丁目3番50号

事務所　オークラホテル丸亀430号室
 TEL(0877)21-6611；FAX(0877)21-6655

＜10月8日(火)例会分＞

＜10月22日(火)例会分＞

　【ステーキハウス千萬　午後7時～】
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